青風荘　　フェイスシート

　　　平成23年6月27日　担当：小坂和子　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　　袴田　淑子　　　様　　　男・女　　　　昭和　22年　1月17日生（64歳）

	
	〒　　住　所　八戸市北白山台4丁目10-14　　　　　　　　電話　0178-72-7206

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　緑内障、子宮筋腫

	
	発症時期
	　S40年7月頃（18歳時）
	罹 患 期 間
	約　46年

	
	入院回数
	　　　　　11回　　
	延べ入院年数
	　約　　12年　　1ヶ月

	医療機関
	　病院　　（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	水曜日（　週　1　回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別　精神

	
	
	
	
	有・無
	　円
	　　（　1　級）

	経済状況
	年金
	（H19年頃？～）遺族年金1級　　　　　　（月額　万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	H19年6月20日
	身長
	151cm
	体重
	46.1kg⇒47.5 kg

	最終学歴
	盛岡生活学園大学　中退
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　なし

	保　護　者
	氏　　名　　青木　弘子　様　　　　　　　続柄　　姉　　　　　（同居・否）

	利用目的

基本的な生活習慣を身につけて楽しく生活する。



	入院・治療歴　　初診日（

　期間　　　　　　　　　　　　　　　入院・外来　　　　　　医療機関名

昭和40年7月　～　昭和41年1月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　岩手医科大病院

昭和46年　　～　 昭和49年　　　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　弘前愛生会病院

昭和51年　　～　 昭和55年　　　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　十和田済誠会病院

平成7年5月　～　 平成7年7月　　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　十和田市民病院

平成9年9月　～　 平成12年4月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　　　〃

平成13年2月　～　平成14年10月　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　湊病院

平成14年10月　～ 平成15年6月　　　　　　　　　　　外来　　　　　　　　　青南病院

平成15年6月　～　平成15年7月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　青南病院

平成15年8月　～　平成15年10月　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　　〃

平成15年11月　～ 平成15年12月　　　　　　　　　　 入院　　　　　　　　　　〃

平成16年3月　～　平成16年3月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　〃

平成16年5月　～　平成16年5月　　　　　　　　　　　入院　　　　　　　　　　〃

平成16年5月　～　　　　　　　　　　　　　　　　　 外来　　　　　　　　　　〃



	生活歴　

七戸町にて出生。父親の仕事（警察官）の関係で県内を転々とする。三本木高校卒業後、盛岡市内の短大に進学するが、１年時（7月）不登校となり、幻覚妄想状態呈し、S40.7岩手医科大病院精神科へ入院となる。退院後は両親と生活し、その後も弘前愛生会病院・十和田済誠会病院・十和田市民病院へ入院。H8年父親が死去し、母親に痴呆症状（失見当識・徘徊）が出現。高齢者施設へ入所となり、本人の単身生活には不安があることから、H12年より姉夫婦と生活している。その後、幻覚妄想を背景に不穏状態となり湊病院へ入院。入院時に「家族の面会にも何も話さない。」「表情の変化が見られない」事を理由に家族が環境を変えての治療を希望。H14年10月より姉宅で外来通院加療・デイケア通所開始となる。自宅では自室に篭る事が多く、日常生活においては声がけを要していた。保護者の入院や長期不在・体調不良を理由にH15年～H16年5月まで計5回青南病院にて入院加療となっている。H16年5月、姉との同居生活を見据え、青山荘入所。姉は、母の介護等で本人の世話をする事が難しく、青山荘退所後、H19年6月青風荘入所となっている。



	家族構成




	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

保護者である姉は協力的。各種制度や本人の眼科、婦人科受診等については姉が付き添って行っている。週末は隔週で姉宅へ外泊している。


平成　23年6月27日（月）

	氏　名
	　袴田　淑子　様
	男・女
	生年月日
	　　　S22年　1月　17日　（　64歳）


	長期目標（中期・短期）

	· 青風荘での生活リズムに慣れ、身の回りの事を自主的に行えるようになる。

· 服薬を確実に行い、体調の維持を図る。

· 健康プログラムなどを通して、体脂肪率の低下を図る。


　　　　　　　

	これまでの経過（前回　H23年1月24日）

	前回の問題点

① 自主的に日課を行おうとしない。日常生活全般にわたり強い声掛けや指導を要する
意欲低下が見られ周りに関心を示さず、身なりも構わない

② 間食を摂り過ぎ食事を不食する。体脂肪率が高い（37.1％→40.7％）
生活状況
・　余暇時は布団に入っていて、最低限（食事・排泄など）しか動こうとしません。その為体重・体脂肪は増加傾向となっています。日課に関しても再三の声かけや指導にてどうにか行なっている状態で、身なりも構わず寝癖頭や何日も着替えしていなくても気にかける様子は見られません。ホ－ルで過ごすよう促すも「何で部屋に居れば駄目なの！」と表情硬く話されたり、またホ－ルに来られるも通路を徘徊されていてスタッフが見ていないといつの間にか部屋へ戻っています。部屋のゴミや洗濯物が溜まっていても自主的に行なうことがなく、指導を要しています。夜間トイレに起きた際におやつを食べたり、他者達がデイナイトケアへ出かけてもこっそり部屋に篭もって寝ていたり、おやつを食べたりしており、遅れて通所することも度々見られています。生活全般に於いて強い声かけ指導を要しています。

病状について

・　ノ－トに「スイカを食べれば死ぬ」「イカ、タコ」「妊婦」等妄想らしき事を書き込んでいたり、壁を見たまま前後に身体を揺らしながらニヤついていることが見られています。また夜中に2階廊下を徘徊しており、声かけに「暑くてこっちが涼しいから」と話されています。相変わらず天井や窓の方向をジ－ッと見ていたり、手を空中にかざして見つめていることが見られています。幻覚・妄想があるように感じられますが、確認は取れていません。

※本人の状態観察を密にして服薬調整も視野に入れ検討を図っていくこととします。
デイナイトケアでの様子

・　スタッフが見ていないと直ぐロッカ－室に篭もったり、ニヤツキ・吹き出し笑いをしてデイナイトル－ムを歩いており、他メンバ－と交流が無いとの事です。6/13、運動開始前に両膝の裏側の痛みを訴え、椅子に座って参加されていたそうですが、プログラムが終了すると俯きながら歩いている為、声かけすると「痛くても歩く」と話し、スタッフより痛いのであれば控えるよう伝えても歩くことを止めなかったとの事です。6/15、ロッカ－室で横になっていた為、声掛けすると｢何で良いでしょ。自主活動だから自由でしょ｣と口調強く表情硬くして話されていいます。最近ロッカ－室に篭もりがちである事を説明し作業指導室への移動を促すと「分かった」と移動されていたそうです。

・　H23.6.6姉の付き添いで緑内障の定期検査の為、松橋眼科クリニックを受診されています。状態は変わりないとの事でフルメトロン点眼薬・キサラタン点眼薬が処方されています。

・　外泊については姉の送迎にて隔週で（主に土、日）出かけて来ています。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 自主的に日課を行おうとしない

（日常生活全般にわたり強い声掛けや指導を要する）

・意欲低下が見られ周りに関心を示さず、身なりも構わない。

　

　
	· 自分のことは（身の回りなど）自身で最低限行なわなければならない事をその都度説明し介入しながら習慣化を図っていく。

· 施設では団体生活であり、皆の生活が守られるよう施設のル－ルがあり、その事柄を守らなければならいな事を本人に解りやすく伝えていく。

· 何日も同じ衣類を着ていたり、髪を梳かさずに寝癖頭でも平気でいる為、女性としての身なりが必要であり、その為には入浴、洗濯をきちんと行い、清潔感のある服装や髪型を保つよう指導していく。

· 日課表を活用して一日の流れが身に付くように根気強く働きかけ、時間に合わせた行動が出来るよう支援していく。

· 定期的に本人と振り返りを行ない、励みになるような評価をし、やる気を起こさせるよう介入していく。

· ホ－ルで過ごす回数が増えることで、他者との情報交換などの機会が得られ、共通の話題が出来、視野が広がっていくことを伝えていく。


	　継続

	　② 間食を摂り過ぎ食事を不食する

・体脂肪率が高い（37.1％→40.7％）
	· おやつの購入については適量の購入が難しい為、今後も同行支援を継続して行ない指導していく。

· 食事の必要性を説き、現在の状況を認識してもらいながら、三食摂ることは身体にとって大事なことである事、それによって体調を維持していける事を理解できるよう指導していく。（荘内プログラムを活用する）

· 夜間の間食が身体に及ぼす影響も説明していく。

· 朝のテレビ体操の参加が中々出来ていない為、今後も強く働きかけていく。

· 余暇に短時間のウ－ォキングすることを本人へ提案する。（他者と一緒に）
　・　外泊時はおやつの摂取量について保護者へも協

力の依頼をしていく。


	継続


プラン計画者　氏名：　小坂和子

修正プラン実施評価日： H　23年　6月　27日（月）　青山荘地域交流活動室

保護者





弟（五所川原在住）





義兄





　Ｈ19.12.6死亡








